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県
鳶
・
土
木
工
業
会
（
山
関
忠
会
長
）
は
13
日
に
水
戸

市
笠
原
町
の
県
庁
舎
を
訪
れ
、
大
井
川
和
彦
知
事
に
新
年

の
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。
同
会
の
顧
問
を
務
め
る
大
井
川

知
事
は
揃
い
の
半
纏
を
身
に
ま
と
い
、
山
関
会
長
ら
と
懇

談
。
全
員
で
祝
い
木
遣
り
を
披
露
し
、
新
し
い
年
の
門
出

を
祝
っ
た
。

　
来
賓
祝
辞
で
瀬
谷
県
議
会
議

員
は「
行
政
の
動
き
に
注
視
し
、

発
言
す
べ
き
と
こ
ろ
で
発
言
し

騰
や
担
い
手
確
保
、
生
産
性
向

上
に
向
け
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
、

働
き
方
改
革
な
ど
、
建
設
業
界

は
多
く
の
課
題
を
抱
え
る
中
で

昨
年
６
月
か
ら
は
熱
中
症
へ
の

対
策
が
強
化
さ
れ
た
。
皆
さ
ま

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
行
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
課
題

を
解
決
す
る
に
は
受
・
発
注
者

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
る
」
と
あ
い
さ

つ
。

　
ま
た
「
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
自

然
災
害
へ
の
対
応
な
ど
、
我
々

　
県
建
設
業
協
会
筑
西
支
部

（
白
田
唯
雄
支
部
長
）
は
９
日
、

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ホ
ー
ル
（
筑
西

市
）
で
２
０
２
６
年
の
賀
詞
交

歓
会
を
開
催
し
た
。
当
日
は
約

30
人
が
集
い
、
新
年
の
門
出
を

　
水
戸
市
は
、
い
き
い
き
交
流

セ
ン
タ
ー
「
あ
か
ね
荘
」（
石

川
２

－

４
０
９
４

－

１
）
の
長

寿
命
化
改
修
を
実
施
す
る
。
こ

の
ほ
ど
策
定
し
た
２
０
２
６
～

28
年
度
実
施
計
画
で
は
事
業
費

２
億
１
６
８
０
万
円
を
設
定
。

順
調
な
ら
ば
26
年
度
は
実
施
設

計
を
ま
と
め
る
。

　
あ
か
ね
荘
は
国
道
50
号
新
原

三
差
路
交
差
点
の
南
西
に
位

置
。
建
物
の
規
模
は
Ｒ
Ｃ
造
２

く
と
同
時
に
、
何
か
あ
れ
ば
相

談
し
て
い
た
だ
い
て
、
皆
さ
ま

の
声
が
県
に
届
く
よ
う
パ
イ
プ

役
と
し
て
の
役
目
を
果
た
し
て

い
く
」
と
述
べ
た
。

　
ま
た
、
県
建
設
業
協
会
の
石

て
い
け
る
よ
う
な
１
年
に
し
て

い
き
た
い
。
皆
さ
ま
に
は
今
後

も
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

建
設
業
界
は
地
域
の
守
り
手
と

し
て
住
民
の
安
全
・
安
心
を
守

る
役
目
を
担
っ
て
い
る
。
支
部

員
が
一
丸
と
な
り
支
部
運
営
に

努
め
て
い
く
た
め
、
今
ま
で
以

上
に
皆
さ
ま
の
お
力
添
え
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
」

と
呼
び
か
け
た
。

　
続
い
て
県
建
設
業
協
会
の
石

津
健
光
会
長
か
ら
の
新
春
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
。

　
そ
の
後
は
益
子
勇
副
支
部
長

の
発
声
で
乾
杯
。
参
加
者
は
和

や
か
に
歓
談
し
た
。

祝
っ
た
。

　
開
会
に
先
立
ち
、
白
田
支
部

長
は
新
年
の
挨
拶
を
し
た
。
ま

た
、
建
設
業
を
取
り
巻
く
状
況

に
つ
い
て
「
公
共
投
資
の
横
ば

い
が
続
き
、
資
機
材
の
高
騰
、

人
件
費
の
上
昇
も
あ
り
工
事
件

数
は
減
少
し
て
い
る
。
今
年
は

予
算
増
額
や
、
工
事
件
数
が
少

し
で
も
増
え
る
よ
う
、
各
発
注

機
関
に
働
き
か
け
て
ま
い
り
た

い
」
と
話
し
た
。

　
さ
ら
に
「
現
場
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施

工
、
Ａ
Ｒ
に
よ
る
現
場
管
理
な

ど
急
激
に
変
化
し
て
お
り
、
各

企
業
も
対
応
が
大
変
か
と
思
う

階
建
て
８
５
６
・
５
４
㎡
。
敷

地
面
積
は
２
６
１
２・８
２
㎡
。

　
高
齢
者
が
趣
味
や
憩
い
の
場

と
し
て
利
用
す
る
施
設
で
、
各

種
教
室
の
開
催
や
健
康
相
談
を

実
施
し
て
い
る
。

　
市
第
７
次
総
合
計
画

－

み
と

魁
・
Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
プ
ラ
ン

－

前
期

基
本
計
画
（
24
～
28
年
度
）
で

は
、
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー

の
長
寿
命
化
改
修
を
期
間
内
に

２
カ
所
完
了
さ
せ
る
と
し
て
お

津
健
光
会
長
と
豊
田
茂
県
議
会

議
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
読

み
上
げ
ら
れ
た
。

　
そ
の
後
は
松
本
茨
城
支
店
長

の
発
声
で
乾
杯
。
歓
談
し
一
層

親
睦
を
深
め
た
。

が
、
技
術
者
不
足
な
ど
に
対
応

す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
こ

れ
も
会
員
の
皆
様
と
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。
今
後
も
魅
力
あ

る
建
設
業
を
目
指
し
、
若
い
担

い
手
の
確
保
に
努
め
て
い
く
」

と
語
っ
た
。

　
続
い
て
大
内
康
意
副
支
部
長

が
、
石
津
健
光
会
長
か
ら
の
新

春
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
上
げ

た
。

　
そ
の
後
、
仲
川
孝
副
支
部
長

の
音
頭
で
乾
杯
を
し
た
。
参
加

者
は
和
や
か
に
歓
談
し
親
睦
を

深
め
、
新
た
な
年
の
幕
開
け
を

祝
っ
て
い
た
。

り
、
本
年
度
は
「
柳
堤
荘
」
の

工
事
を
実
施
。

　
あ
か
ね
荘
は
26
年
度
に
実
施

設
計
を
策
定
し
、
27
年
度
に
工

事
を
行
う
見
通
し
。
実
施
計
画

に
盛
り
込
ん
だ
事
業
費
の
内
訳

は
、26
年
度
が
１
１
５
０
万
円
、

27
年
度
が
２
億
５
３
０
万
円
。

［
本　
課
］

午
前

午
後

（
○
＝
在
庁　
●
＝
不
在
）

［
出　
先
］

午
前

午
後

県
土
木
部
・
幹
部

き
ょ
う
の
動
向

水
戸
土
木
所
長

常
陸
大
宮
土
木
所
長

大
子
工
務
所
長

潮
来
土
木
所
長

土
浦
土
木
所
長

筑
西
土
木
所
長

常
陸
太
田
工
事
所
長

高
萩
工
事
所
長

鉾
田
工
事
所
長

竜
ケ
崎
工
事
所
長

常
総
工
事
所
長

境
工
事
所
長

●○●○○○○○○○○●

●●○○○●○○○○○●

部
長

次
長

次
長
兼
総
括
技
監

都
市
局
長

港
湾
振
興
監

企
画
室
長

監
理
課
長

用
地
課
長

検
査
指
導
課
長

道
路
建
設
課
長

道
路
維
持
課
長

河
川
課
長

港
湾
課
長

営
繕
課
長

都
市
計
画
課
長

都
市
整
備
課
長

下
水
道
課
長

建
築
指
導
課
長

住
宅
課
長

●○○○○○○○○○○○○○○○○○○

●○○○○○○○○○○○○○○○○○●

梯
子
乗
り
の
演
技
を
実
施
。
会

員
が
高
難
易
度
の
技
を
見
事
に

成
功
さ
せ
る
と
、
観
衆
か
ら
は

感
嘆
の
声
と
惜
し
み
な
い
拍
手

が
送
ら
れ
た
。
上
部
団
体
で
あ

る
水
戸
鳶
職
組
合
の
小
沼
勝
吉

組
頭
、
松
本
一
幸
相
談
役
、
小

頭
の
面
々
も
駆
け
付
け
、
晴
れ

姿
を
見
守
っ
た
。
全
て
の
演
技

が
無
事
修
了
し
た
後
、
松
本
相

談
役
は
「
会
員

が
堂
々
と
晴
れ

舞
台
に
立
つ
こ

と
が
で
き
た
の

　
大
井
川
知
事
は
業
界
の
景
況

感
な
ど
を
会
員
に
た
ず
ね
た
。

工
業
団
地
へ
の
企
業
誘
致
に
つ

　
水
戸
若
鳶
会
（
大
越
賢
一
会

長
）
は
11
日
、
水
戸
市
の
ア
ダ

ス
ト
リ
ア
み
と
ア
リ
ー
ナ
で
行

わ
れ
た
水
戸
市
消
防
出
初
式
に

参
加
し
た
。
大
勢
の
観
客
が
見

守
る
中
、
鳶
職
の
伝
統
技
芸
で

あ
る
梯
子
乗
り
を
披
露
。
子
ど

も
を
対
象
と
し
た
梯
子
乗
り
体

験
を
実
施
す
る
な
ど
伝
統
文
化

の
継
承
に
も
尽
力
し
た
。

　
水
戸
市
消
防
出
初
式
は
、
消

防
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、
規

律
保
持
と
関
連
団
体
の
連
携
強

化
を
図
る
も
の
。
ま
た
、
市
民

参
加
の
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
防
災

い
て
問
わ
れ
る
と
「
物
流
倉
庫

や
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
、
工
場
な

ど
誘
致
の
話
は
沢
山
来
て
い

意
識
の
高
揚
を
確
立
し
、
災
害

に
対
し
効
果
的
な
消
防
活
動
に

対
処
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。

　
梯
子
乗
り
は
江
戸
時
代
、
町

火
消
が
火
事
場
へ
行
く
際
に
火

事
の
方
向
を
探
し
た
こ
と
が
由

来
。
水
戸
若
鳶
会
は
１
９
６
６

年
の
発
会
以
来
、
伝
統
技
芸
を

引
き
継
い
で
き
た
。
上
部
団
体

で
あ
る
水
戸
鳶
職
組
合
の
支
援

を
受
け
、
水
戸
市
と
建
設
業
界

の
発
展
の
た
め
尽
力
し
て
い

る
。

　
一
行
は
当
日
、
出
陣
前
に
水

　
県
建
設
業
協
会
大
子
支
部

（
大
藤
博
文
支
部
長
）
は
９
日
、

大
子
町
の
大
子
温
泉
や
み
ぞ
で

賀
詞
交
歓
会
を
開
催
し
た
。
支

部
員
約
20
人
が
参
加
し
、
新
年

の
門
出
を
盛
大
に
祝
っ
た
。

　
冒
頭
、
大
藤
支
部
長
は
１
年

を
振
り
返
り
「
建
築
資
材
の
高

工
事
事
務
所
管
内
地
域
の
活
発

化
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。
作
業

中
に
大
き
な
事
故
を
起
こ
す
こ

と
が
な
い
よ
う
注
意
し
て
い
た

だ
き
、仕
事
を
続
け
て
ほ
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
。

　
ま
た
「
２
０
２
５
年
度
が
終

了
す
る
ま
で
残
り
約
３
カ
月
間

と
な
っ
た
。
安
全
に
注
意
し
て

仕
事
に
取
り
組
み
、
無
事
故
で

新
年
度
を
迎
え
て
い
た
だ
け
れ

ば
」
と
呼
び
か
け
た
。

を
継
承
し
て
い
き
た
い
」
と

意
欲
を
示
し
た
。

　
客
席
で
梯
子
乗
り
の
演
技

を
鑑
賞
し
て
い
た
加
藤
貴
浩

さ
ん
は
「
鳥
肌
が
立
つ
ほ
ど

素
晴
ら
し
い
演
技
で
、
毎
年

楽
し
み
に
し
て
い
る
。
日
本

の
伝
統
を
い
つ
ま
で
も
守
っ

て
ほ
し
い
」
と
期
待
を
寄
せ

た
。

　
高
い
技
術
で
多
く
の
市
民

か
ら
尊
敬
の
念
を
寄
せ
ら
れ

る
一
方
で
、
近
年
は
人
手
不

足
の
影
響
か
ら
演
技
を
披
露

す
る
「
乗
り
子
」
が
減
少
し

て
い
る
。

　
同
会
は
未
来
の
担
い
手
確

保
な
ど
の
目
的
で
、
昨
年
か

ら
子
ど
も
を
対
象
に
し
た
梯

子
乗
り
体
験
会
を
実
施
し
て

い
る
。
子
ど
も
た
ち
は
興
味

津
々
で
、
会
員
の
サ
ポ
ー
ト

を
受
け
な
が
ら
梯
子
乗
り
に

挑
戦
。
小
学
校
４
年
生
の
松

本
り
り
愛
ち
ゃ
ん
は
「
高
い

と
こ
ろ
か
ら
眺
め
る
景
色
が

き
れ
い
で
し
た
」と
語
っ
た
。

４
月
か
ら
小
学
校
に
入
学
す

る
松
本
眞
波
く
ん
も
「
高
い

と
こ
ろ
に
登
れ
て
楽
し
か
っ

た
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

　
ま
た
県
北
地
域
の
仕
事
を
増

や
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
に
対

し
て
「
公
共
工
事
は
県
北
で
も

そ
れ
な
り
の
数
は
出
て
い
る
と

思
う
。
一
番
差
が
大
き
い
の
が

民
需
。
企
業
誘
致
も
難
し
く
、

住
宅
の
需
要
も
減
少
傾
向
だ
が

仕
事
が
増
え
る
よ
う
に
努
力
し

て
ま
い
り
た
い
」
と
話
し
た
。

　
会
談
を
終
え
て
山
関
会
長

は
、「
毎
年
知
事
に
は
わ
れ
わ

　
県
建
設
業
協
会
高
萩
支
部

（
秋
山
光
伯
支
部
長
）
は
９
日
、

ホ
テ
ル
テ
ラ
ス
ザ
ス
ク
エ
ア
日

立
で
新
年
会
を
挙
行
し
た
。
来

賓
と
し
て
瀬
谷
幸
伸
県
議
会
議

員
や
東
日
本
建
設
業
保
証
㈱
の

る
」
と
話
し
た
。

　
会
員
が
「
県
内
の
専
門
工
事

業
へ
優
先
的
に
仕
事
が
回
っ
て

く
る
よ
う
な
仕
組
み
作
り
を
し

て
ほ
し
い
」と
要
望
す
る
と「
地

元
の
建
設
業
者
が
い
な
く
な
っ

て
困
る
の
は
わ
れ
わ
れ
県
民
。

地
元
優
先
の
ル
ー
ル
づ
く
り
に

取
り
組
む
こ
と
も
考
え
て
も
良

い
か
も
し
れ
な
い
。
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
」
と
話
し
た
。

戸
市
大
工
町
の
雷
神
社
に
参

拝
。
こ
と
し
一
年
の
無
事
を
願

う
と
と
も
に
、
出
初
式
で
の
安

全
を
祈
願
し
た
。

　
そ
の
後
、
会
場
に
て
大
勢
の

観
衆
の
前
で
伝
統
の
技
を
披

露
。
木
遣
り
が
流
れ
る
中
、
勇

壮
な
纏
振
り
で
登
場
し
た
後
、

れ
の
業
界
の
現
状
を
お
聞
き
い

た
だ
き
、
要
望
が
反
映
さ
れ
て

き
て
い
る
と
思
う
。
県
南
地
域

に
比
べ
る
と
県
北
地
域
の
仕
事

が
少
な
い
の
は
事
実
。
知
事
の

お
力
を
お
借
り
し
て
良
い
方
向

に
進
ん
で
い
け
れ
ば
」
と
コ
メ

ン
ト
し
た
。

　
参
列
者
は
次
の
と
お
り
（
順

不
同
）。

　
■
山
関
忠
会
長
（
㈱
山
関
工

務
店
）■
反
町
雅
幸
副
会
長（
建

進
工
業
㈱
）
■
川
島
一
男
副
会

長
（
㈲
川
島
組
）
■
松
本
一
幸

副
会
長
（
㈱
松
本
総
建
）
■
石

黒
文
明
専
務
理
事（
石
黒
組
㈱
）

　
■
寺
本
光
男
常
務
理
事
（
村

山
工
務
店
）
■
川
島
良
太
県
若

鳶
会
会
長
（
㈲
川
島
組
）
■
川

井
和
子
事
務
局
長

松
本
尚
佳
茨
城
支
店
長
が
出

席
。
約
30
人
で
新
た
な
年
の
始

ま
り
を
祝
う
と
と
も
に
、
さ
ら

な
る
飛
躍
を
誓
っ
た
。

　
冒
頭
、
秋
山
支
部
長
は
「
今

後
も
仕
事
を
こ
な
し
、
県
高
萩

も
市
民
の
皆
さ
ま
の
お
か
げ
。

来
年
も
盛
大
に
で
き
る
よ
う
応

援
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
。
木
遣
り
と
小
沼
組
頭
の

一
本
締
め
で
幕
を
閉
じ
た
。

　
こ
と
し
は
大
越
会
長
自
ら
梯

子
乗
り
の
技
を
披
露
。
演
技
を

終
え
た
大
越
会
長
は
「
例
年
よ

り
盛
り
上
が
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。
こ
れ
か
ら
も
伝
統

▲伝統の梯子乗りを披露

▲全員で記念撮影

▲子どもたちが梯子乗りに挑戦 ▲勇壮な纏振り

水
戸
市

出
初
式

伝
統
技
芸
継
承
へ
尽
力

纏
振
り
や
梯
子
乗
り
披
露

水戸若鳶会

In茨城

茨城で必ず見つかる、
　次の主力機
　明日から戦える即戦力を、
　　あなたに

茨城で必ず見つかる、
　次の主力機
　明日から戦える即戦力を、
　　あなたに

日　時

会　場

第一産商 新工場敷地内第一産商 新工場敷地内
〒319－0123　茨城県小美玉市羽鳥1672－2〒319－0123　茨城県小美玉市羽鳥1672－2

主  催 株式会社アクティオ
グループ
出展企業

エスアールエス株式会社／株式会社電動舎
株式会社サイテツ／株式会社櫻川ポンプ製作所
株式会社あさひコーポレーション／株式会社アルビー

石岡小美玉
スマートIC を降りて　　笠間方面へ約1.5㎞です。355

国  道 ※㈱下総運輸・石岡営業所が
　目印です。
※㈱下総運輸・石岡営業所が
　目印です。

2026 年1月 23 日・24 日2026 年1月 23 日・24 日
金 土

10：00～16：0010：00～16：00 9：00～15：009：00～15：00

代
表
取
締
役 

奥

　津

　弘

　士

茨
城
県
水
戸
市
中
丸
町
二
七
六

－

三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
二
九

－

二
五
二

－

三
八
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
九

－

二
五
三

－

〇
一
〇
三

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：https://w

w
w
.ovaltec.jp

〒311－4146

鉄
を
通
し
て
社
会
に
貢
献
す
る

株
式
会
社 

オ
ー
バ
ル・テ
ッ
ク

鉄
骨
建
設
業

国
土
交
通
大
臣
認
定
Ｍ
グ
レ
ー
ド
工
場

▲仲川副支部長が乾杯の音頭

白田支部長

大藤支部長

秋山支部長

瀬谷県議会議員

▲大井川知事を囲んで記念撮影

▲大井川知事に祝い木遣りを披露

▲約30人が新年を祝った

▲益子副支部長の発声で乾杯した

県鳶・土木工業会

大
井
川
知
事
を
表
敬
訪
問

県
内
優
先
の
仕
組
み
作
り
を賀

　
詞

交
歓
会 

無
事
故
の
作
業
呼
び
か
け

仕
事
こ
な
し
地
域
活
性
化

茨建協高萩支部

魅力ある建設業目指す
工事件数増加へ働きかけ

茨建協筑西支部が賀詞交歓会

賀
　
詞

交
歓
会 

地
域
の
守
り
手
担
う

課
題
解
決
に
向
け
尽
力

茨建協大子支部

新
年
度
は
実
施
設
計
着
手

あ
か
ね
荘
を
長
寿
命
化

水戸市


